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２０２０年度（令和２年度）学校評価自己評価表  
 
 
 

Ⅰ 福山市 
 
 
 Ⅱ 中学校区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Ⅲ 自 校 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大成館中学校区 校番８１ 福山市立遺芳丘小学校 
   

 最終更新日 20２０年（令和２年）１０月２０日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 
基礎学力の定着及び「読解力」等に課題があ

る。 

体力面の課題が改善しつつある。 

長欠児童生徒の削減が課題 

あいさつや無言掃除は，小中一貫した取組の成

果が見られる。 

地域との交流により，郷土への愛着心が高ま

っている。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理

観”) 

○相手意識をもって，自分の言葉で表現する力  

                      ～コミュニケーション能力と思いやり～ 

○自己を認識し、自分の人生を選択し、表現することができる力 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

変化の激しい社会をたくましく生きる子ども 

1 基礎学力を身につけ，自ら学び続ける子 

2 運動・食習慣を身につけ，活力のある生活ができる子 

3 規範意識を身につけ，思いやりのある言動ができる子 

中学校区として 
統一した取組等 

1 学力向上…自ら考え学ぶ児童生徒の育成，家庭学習の定着 

2 体力向上…各校独自課題の克服，食育の推進 

3 連携教育…規律，小中歌声交流会，各種学校行事の交流，ふるさと学習の推進 

現 状 

○主体的な学びづくりに対する子どもの意識が高まり，自分たちで学びたいも

のや学び方を意思表示したり，学びファイルで自己の伸びを自覚したりして

いる。 

○縦割り活動や東村小・今津小との交流の活性化によって，子どもどうしがつ

ながる場面が多くなり，友だちに対する思いやりの心が育っている。 

○学習や生活への意欲を高めることで，不登校傾向にある子どもの登校日数が

増えつつある。 

●主体的な学びづくりに対する意識が高まる中で，活発な学習活動でとどま

り，深い思考を伴う学習場面を作り出すまでには至っていない。 

●学びに向かう姿に個人差がある。子ども個々の学びの姿を見取る教師の力を

高める必要がある。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
コミュニケーション能力 課題発見・解決力 感謝・思いやり 

めざす 

子ども像 

校

訓 

協働「違うことが素晴らしい！」 

様々な思いや考えがあることを喜び，

協働する子 

創造「創ることが面白い！」 

進んで地域や社会と関わり，よりよい

生き方を創造する子 

幸動「自分が好き！人が好き！」 

ありのままの自分と人を受け入れ，み

んなの幸せのために行動する子 

低 
自分の考えや思いを順序立てて話した

り，大事な事を落とさないようにきい

たりすることができる。 

体験や生活の中で不思議に思うことに

ついて，自分の考えを進んで交流し，

解決しようとすることができる。 

自分の周りの人，物に対して，ありが

とうの気持ちを伝えることができる。 

中 

理由を述べながら自分の考えや気持ち

を伝えたり，相手の考えや気持ちを理

解しようとしながら話を聞いたりする

ことができる。 

体験や生活の中での問題から課題を発

見し，解決のために，進んで情報を集

めたり，関係づけたりして解決しよう

とすることができる。 

自分の周りの人，物に感謝の気持ちを

自分の言葉や態度で表そうとしたり，

お互いを支え合う態度で接したりしよ

うとしている。 

高 

自分の考えや気持ちが明確に伝わるよ

うに表現を工夫したり，相手の気持ちや

意図を共感的に受け止め，話し合ったり

することができる。 

体験や生活の中での問題の中から課題

を発見し，効果的な解決方法や必要な情

報を収集・選択し解決することができ

る。 

自分の周囲の人や物，環境に対し，感

謝の気持ちをこめた言葉や態度で表そ

うとしたり，相手を尊重した共感的な

態度で接したりしようとしている。 
   

研究 

教科等 算数科 ，生活科・総合的な学習の時間 

主題・ 

内容等 
自ら選び，判断し，協働的に学び続ける力の育成 

めざす授業の姿 児童が，課題解決に向け，自分で選び，判断し，友達と協働しながら学び合う授業 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 
子どもが主体的に学ぶ授業をつくるための教職員研

修を充実させてほしい。 

関係機関と連携し，教職員が信頼される学校をつく

ってほしい。・ 

長期欠席・不登校児童生徒への取組を一層充実させ

てほしい。 

保護者，地域と連携し，児童生徒が安心・安全に過

ごせる学校を創ってほしい。 

達成できなかった指標について、改善状況・方策を

もう少しわかりやすいようにしてほしい。 

ミッション 

１ 児童が楽しく登校し，全力で自分の能力を発揮できる安全・安心な学校 

２ 確かな学力を身につけ，自他共に感謝・思いやりを大切にする児童の育成 

 
学校教育目標 

感謝・思いやりの心を持ち，仲間と共に，学び続ける子どもの育成 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係
る取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

１ 

お互いを認め

合い，ともに

高まり合える

学びの創造 

 
新

規 

①児童が主体的

に意見を交わし

合う授業づくり

の推進 

 ▶授業に考え、表
現する（話す・書
く）場を設定す
る。 

 ▶児童が自由に学
び合う場を設定
する。 

▶「授業で考えることは
おもしろい」80%以上 

▶「友だちと話し合う活
動を通じて，自分の考
えを深めたり広げたり
することができてい
る。」80％以上 

▶「考えるこ
とはおもしろ
い」 
…76.4％ 
▶，「考えを深
めたり広げた
りできた」 
…73･4％ 

3 ３ 

・児童が興味を持
って取り組めるよ
うな課題を設定す
る。 
・主体的に学ぶ中
で，基礎学力の定着
を見取り，必要に応
じて振り返り学習
を行う。 

 

   

 

★ 
新

規 

②児童がお互い

の良さを認め合

いながら進める

異年齢の学びの

推進 

 ▶異年齢の学びの場
（たてわり総合・生
活，チャレンジ国・
算）において，振り
返りのサークル対
話を充実させる。 

▶「自分の考えは認めら
れている」８０％以上 

▶「グループで話し合う
ことで，自分の考えを
深めたり広げたりする
ことができた」80％以
上 

▶「自分の考
えは認められ
ている」 
…79.3%， 
▶「考えを深
めたり広げた
りできた」…
73･4％ 
▶ 昨 年 度 よ
り，児童の活
動の幅が広が
っている。 

４ 3 

・サークル対話を
実施するために，互
いに関わる場を増
やす。 
・ワークシートの
工夫や，振り返りの
時間を確保し，振り
返り活動を充実さ
せる。 

 

   

 

１ 

児童が選び，

判断し，確か

な力を身に付

ける学びの創

造 

★ 
継

続 

③児童が自分の課

題解決に向けて主

体的に取り組む授

業づくりの推進 

▶自分で学びの内
容や方法を選び，
判断する場面の
設定 

▶発達段階に応じ
た，自分で計画し
進める家庭学習
の実施 

▶自分の伸びや課
題を自己表現さ
せる，学期2回の
学びウィークの
実施  

▶体育科でのサー
キット，生活改善
を意識づける食
育・保健指導の実
施 

▶「自分で選んだり決め
たりして進める授業や
家庭学習は楽しい」8
0％以上 

 

 

 

▶「自分が伸びた点や課
題がわかっている」8
0％以上 

 

 

▶体力テストでの，県平
均を上回る種目率5
0%以上。 

▶早寝・早起き・朝ごは
ん90％以上の定着。 

▶「自分で選
んだり決めた
りして進める
授業や家庭学
習は楽しい」 
…80.0％ 
 
 
 
 
 
▶「自分が伸び
た点や課題が
わかっている」 
…75.1% 
 
 
 
▶体力テスト
は今年度未実
施。 
▶「早寝・早起
き・朝ごはん」
の定着 
…80.5% 

４ ３ 

・プランニングフ
ァイルの活用の仕
方を工夫し，実施し
た家庭学習の振り
返りをさせ，継続・
改善させる。 
 
・事前に自分の伸
びや課題を児童に
考えさせ，説明さ
せ，次への意欲を持
たせる。 
・外遊びの推奨の
ために体育委員会
を中心に全校遊び
を実施する。 
・栄養教諭が家庭
科や学活等で朝ご
はん指導を行い意
識を高めさせる。 

 

   

 

 
新

規 

④児童が安心し
て主体的に学ぶ
ことができる環
境づくりの推進 

▶児童が2日連続
欠席したら家庭
訪問を実施する。 

▶昨年度長欠児童
家庭への継続的
な家庭訪問を行
う。 

▶「学校での生活が楽し
い」と答える児童を9
0%以上。 

▶新たな長欠０ 

長欠児童数 －３人 

（昨年度10人） 

▶「学校での 
生活が楽し 
い」83.5% 
▶新たな長欠
０人 
▶長欠児童数
４人（９月末） ３ ３ 

・引きつづき，児
童の欠席状況を把
握しつつ，教室に
位置付きにくい児
童に対し，組織体
制で声かけをして
いく。 
・ 長 欠 児 童 に 対
し，担任を中心に
家庭訪問等を行っ
ていく。 

 

   

 

福山市立遺芳丘小学校 
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１ 

周囲の人々に

対する感謝・

思いやりを育

てる学びの創

造 

 新

規 

児童が地域の人

やものとのつな

がりを実感でき

る教育活動の推

進 

▶地域資源を活用
した学習や体験
を実施する。 

▶幸動「あいさつ，
時間を守る」の日
常化 

▶「自分の住んでいる地
域や地域の人が好き」
８0%以上。 

▶幸動項目の肯定的評
価 8５％以上 

▶「自分の住ん
でいる地域や
地域の人が好
き」 
…８３．５% 
▶あいさつ 
…７２．９％ 
時間を守る…
６９．５％ 

３ ３ 

・地域とつながっ
た体験学習等を学
年に応じて実施し
ていく。 
・相手に伝わる挨
拶の仕方等を道徳
や学活などで伝え
ていく。 

 

   

 

１ 主体的な学び

を創造する教

職員体制の構

築 

★ 新

規 

教職員の笑顔・元

気・やる気の向上 

▶週1回の定時退
校日を徹底する。 

▶授業づくり（月1
回）タイムや学年
会（毎週）の時間
を保障する。 

▶「仕事にやりがいを感
じている」95％以上 

▶「仕事の中で充実感を
感じている」９0％以上 

▶授業づくりの時間が
確保できている80％
以上 

▶「仕事にや
りがい」 
…８6．9% 
▶「仕事の中
で充実感」 
…８6．9% 
▶「授業づく
りの 時間確
保」 
…73．9% 
 

3 ２ 

・定時退校日以外
の課業日の退校時
刻についても厳守
し,日常的に業務改
善を意識した行動
を目指す。 
・学期末等に,計画
的に会議を持たな
い週を設定し,授業
づくりの時間を保
証していく。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[プロセス評価の評価基準] 
評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 
評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 
評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


